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目標は「やり投げ」で日本記録を出すこと

成田幸二郎さん（６８歳）は掛川市に在住し、「やり投げ」で日本記録を出すことを目標に日々トレーニ
ングを積んでいます。また、「やり投げ」を通じ健康長寿に結びつけて行くことを目標にしています。

「やり投げ」とは？
陸上競技の投擲競技に属する種目で、助走をつけて槍（やり）を遠くに投げる能力を競う競技です。や
りの重さは男子が８００グラム、女子が６００グラムです。やりの長さは、男子が２．６～２．７ｍ、女子が
２．２～２．３ｍです。角度２８．９６度のラインの内側に落下したものだけが有効試技となる。ただし、や
りが地面に落下するまでは助走路に留まらなければならない。
（やり投げ－Wikipedia）
ルールの詳細は公益社団法人日本マスターズ陸上競技連合のホームページをご覧下さい。　
http://japan-masters.or.jp　

そこで、なぜマイナーな「やり投げ」に興味を持たれたのか聞いてみました。
子供の頃は野球をやっていて子供会の大会に誘われる程度でした。中学校・高校ではバレーボールに
明け暮れしていました。特に高校生時代は勉強そっちのけでバレーボール一筋にのめり込んでいました。
監督に叱られたり仲間との楽しい思い出はありましたが、ふと振り返るとクラスメイトのことはほとんど覚え
ていないことに気がつきました。

そして大学へ進学した時には、中学校・高校時代にのめり込んでいたバレーボール（団体競技）はこの辺
で区切りをつけようと思いました。そこで個人競技として自分の能力を発揮できるスポーツは何なのかと
考えたところ、子供の頃の運動会で足が速かったこともあり、陸上競技には少し興味がありました。
そこで大学の陸上部に入り何をやろうかと考えたときに、バレーボールでアタッカーをやっていたので肩の強
さには自信がありました。肩の強さを生かすには「やり投げ」がいいのではないかと言うことで「やり投げ」を
選択したわけです。

当時大学の陸上部には、全く偶然でしたが、２年先輩の方で国体で優勝された林幸信さんが在籍され
ており、とにかく優秀な選手にならって一生懸命やろうと決意を固めました。ところが陸上競技をやってい
る選手は中学校・高校での経験者が多く、大学生から陸上を始める人はほとんどいませんでした。

大学生で一からのスタートとなり、やりの投げ方、トレーニング方法など全くわからず暗中模索しながら、
目立たない選手時代を過しました。そのような中、折角大学生から「やり投げ」を始め一生懸命に取組
んだのに成果が出ないのも面白くありませんでした。「やり投げ」という競技での不完全燃焼の気持ちがず
っと続いた大学時代でした。

そして大学を卒業し一般企業に就職することになりましたが、その際の面接時に「あなたの将来の夢は
何ですか？」という質問に『「やり投げ」で日本一になりたいです。』と答えてしまいました。おそらく面接官
は「この人は一体何を考えているのか？」と思ったことでしょう。

会社に就職し忙しい日々が続き、練習もあまり出来ない中でしたが、地方の「やり投げ」大会には時々
参加していました。そして４０歳の時、静岡マスターズ陸上選手権大会、全日本マスターズ陸上選手権
大会などの存在を知り初めて参加しました。その後、「やり投げ」をとことこんやってみよういう気持ちが増
し、日々の練習を積み重ねながら色々な大会に本格的に参加するようになりました。とにかく「やり投げ」
で日本一になって何かを見つけたい、「やり投げ」で日本一になることが生きがいでもあるとずっと思い続
けていました。
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写真左：第１５回（１９９４年）全日本マスターズ陸上選手権大会　優勝　４４歳
写真右：第１６回（１９９５年）全日本マスターズ陸上選手権大会　３位　４５歳

そして４４歳の時、その努力が実り第１５回全日本マスターズ陸上選手権大会で優勝（日本一）するこ
とが出来ました。大変嬉しかったことを覚えています。

その後、３回日本一になりましたが、予選も無く誰でも参加できる大会なので優勝しても満足感が無く、
「本当の一番」は日本記録を作ることだと思うようになりました。

写真左：第２１回（２０００年）全日本マスターズ陸上選手権大会　優勝　５０歳
写真右：第３６回（２０１５年）全日本マスターズ陸上選手権大会　優勝　６５歳

写真：第３７回（２０１６年）全日本マスタズ陸上選手権大会　優勝　６６歳

全日本マスターズ陸上選手権大会は年齢クラス別になっています。例えば、６５歳～６９歳のクラス（Ｍ
６５）、７０歳～７４歳（Ｍ７０）のクラスのように５歳刻みになっています。現在６８歳の成田さんは７０歳
～７４歳のクラスでの日本記録（４３．６０ｍ）を出したいと現在日々練習を積んでいます。ちなみに成田
さんの最高記録は６５歳時（Ｍ６５）に４５．２０ｍの記録を持っています。６５歳～６９歳の日本記録は
５０．８０ｍですので記録更新にはあと５ｍほど足りません。今年中にこの記録を更新できれば日本記
録になります。
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写真左：「やり投げ」用のスパイクシューズ、踵にもスパイクがあります。
写真右：ウォーミングアップ中

日頃のトレーニングについて聞いてみました。
練習のベースは体力作りが中心です。まず、毎日自宅近くのウォーキングを２時間程度行っています。そ
のうち４０分程度はストレッチ体操をしています。やりの投擲練習については土曜日・日曜日に磐田市内
にある「磐田かぶと塚公園グランド」で中学生・高校生と一緒に楽しく練習しています。シーズンオフ（１２
月～４月）は月１回程度の投擲練習です。筋トレは近くの掛川市のスポーツ施設の「さんりーな」を利
用しています。また、自宅の庭でやりを刺したり重たいものを投げたりするトレーニングをしています。

写真左：ウォーミングアップ中
写真右：楽しそうに高校生達と談笑中

また、これまでの大会で自分が調子の良いときのビデオをパソコンで繰り返し見ています。同じものを何回
も見ていると色々見えてくるものや発見することもあります。つい最近発見できたことがあるので次の大会
が楽しみです。飽くなき探究心旺盛な成田さんの姿を見ました。

大学時代に「やり投げ」を手取足取り指導を受けていないので４０数年経ちましたがまだまだ体得できて
いません。とにかく「やり投げ」のテクニックを体得してつかまないと難しいスポーツです。たまに、やりが飛ん
だなと思うときがありますが、再現しようとしてもなかなか出来ません。常に「トライ＆エラー」の精神で頑張
ってきました。

写真：投擲練習練習中
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このように熱い気持ちを持った成田さんは仲間に宣言しました。「７０歳～７４歳のクラス（Ｍ７０）で日本
記録を作るぞ！」と。

「やり投げ」のＭ７０のクラスで日本記録を達成するという強い決意を持って日々の練習を積んでいる成
田さんを応援しています。そして、Ｍ７５,Ｍ８０,Ｍ８５,Ｍ９０,Ｍ９５,Ｍ１００・・・と各クラスで日本記録を
更新することで健康長寿者となりますよう祈っています。

成田さんは「やり投げ」の他にも「Kakegawaシティコーラス」に加入したり、「掛川ステンドグラス美術館」
のボランティアガイドを努めながら、セカンドライフを楽しんでいます。

（お問合せ先：成田幸二郎さん　０５３７－２４－６５８８）

小笠・榛南地区　生きがい特派員　　髙井　豊
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